
基礎分野 (人文・社会科学) 管理番号

開講時期 1年次 前期

担当教員名

授業時間 30 単位数 1 選択必修区分

事前：

事後：

レポート

出版社

出版社

　授 業 計 画　　（各回ごとのテーマと内容について）　

1 加藤

2 加藤

3 加藤

4 加藤

5 加藤

6 加藤

7 加藤

8 加藤

9 加藤

10 加藤

11 加藤

12 加藤

13 加藤

14 加藤

15 加藤

成績評価基準

功利主義と義務論の違いについて基本的な理解ができていることを評価基準とする。
自由意志について説明することができ、自分の考えを述べることができることを評価基準とする。
授業で示す2つの事例について、理由を挙げて自分の考えをまとめることができることを評価基準とす
る。

自由意志２ 自由意志論についての教材を視聴し、自由意志論について自分の考えをまとめる。

まとめ 授業のまとめを行う

自己と他者 自由と責任について考える。

個人と社会 近年の政治哲学の動向を簡単に振り返る

正義・自由・平等 正義論について学ぶ。

徳 アリストテレスの倫理学について学ぶ。

道徳判断 メタ倫理学の基礎について学ぶ。

環境 環境倫理の基本事項について理解を深める。

エンジニアリングエ
シックス

工学倫理で取り上げられる代表的な事例について学ぶ。

自由意志１ 自由意志論の概略を知る。関連教材を視聴する。

道徳 Why be moral問題を扱う。

倫理学とは 倫理学の歴史や、倫理学の分野について理解を深める。

幸福 功利主義のポイントを理解する。

義務 カントの義務論について学ぶ。

回=90分 テーマ 担当 内容（70字以内）

オリエンテーション 一般教養の位置づけ、哲学と倫理学の違いについて学ぶ。

参考書
書　名　 倫理学
著者名 神崎宣次・佐藤静也 昭和堂

オフィスアワー 学期ごとに掲示板にて連絡する。

学生へのメッ
セージ
（150文字程度）

倫理学は敬遠されがちな領域ですが、この授業を通して、倫理学的に考えることの面白さをともに味
わいたいと思っています。

教科書
書　名 プレップ倫理学増補版
著者名 柘植尚則 弘文堂

評価方法等
課題へのフィードバッ

ク等

定期試験 その他の評価方法 課題へのフィードバック等
筆記試験

授業で課す提出課題100%
全員分が揃った時点でポータルサイトに講評を
掲載する。

授業概要
（目的・テーマ等）
（150文字程度）

私たちは日頃、「よい」「悪い」という語を頻繁に用いるが、「よい」「悪い」とはどのような種類の判断で、
私たちはいったいどのような基準に基づいて「よい」「悪い」と判断しているのか。本講義では、規範倫
理の諸理論を踏まえつつ、「よい」「悪い」の根拠を各自が考えられるようになることを目指す。

到達目標
（150文字程度）

・功利主義と義務論がどのような学説か、自分のことばで説明することができる。
・あることがらが「倫理的に問題だ」とされる場合に、それがどのような意味において問題なのか、自分
なりの言葉で説明することができる。

準備学習の内容
（事前・事後学習に必

要な時間等）

教科書に目を通し、わからないことばをチェックする。（1時間）

ミニレポートを作成する。（1時間）

授業科目名 倫理学 加藤太喜子

授業形態 講義・演習 選択

2024 シラバス（科目概要・授業計画）
　科 目 概 要

学部学科名 保健科学部　 臨床検査学科・放射線技術学科


